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傍 聴 者     

１．矢作川研究所立上げまでの経緯 

２．長良川の河川環境について 

  ※ 詳細は別紙参照 
付 議 事 件 

 

１．矢作川研究所立ち上げまでの経緯 

平成 3年 9月、豊田市が河川環境改善に向けヨーロッパへ調査団を派遣 

当時の時代背景、河川行政を環境重視型へ転換、矢作川はヘドロの垂れ流しにより 

内水面の漁業は窮地に追い詰められていた。このような背景の中で漁業組合・土地 

改良区・行政が第 3セクター方式で平成 6年矢作川研究所を立ち上げた。 

２．長良川の河川環境について 

審 査・調査 

 

 全国的な傾向の組合員の減少、カワウ被害・アユ冷水病などで漁獲高の減少がある。

河川環境改善対策として、種苗放流・アユの産卵場造成・アユの人工孵化・カワウ 

対策・漁協を中心とした植樹活動などに取り組んでいる。 

なし 
反 対 意 見 

 

報 告 日 平成 ２４ 年 8 月９日（木） 委 員長署名 橋 本  保 

 


